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旧
西
条
藩
三
万
石
の
陣
屋
町
で
あ
っ
た

西
条
市
に
、
昨
年
の
11
月
26
日
、「
四
国
鉄

道
文
化
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
建
物

は
、
㈶
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
所

有
で
、
市
が
運
営
し
て
い
る
。

　

元
々
、
市
の
委
託
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
の
地
域
資
源
調
査
が
平
成
14
年

度
に
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
鉄
道
遺
産
の
活

用
と
十
河
信
二
氏
の
顕
彰
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
た
。
以
来
、
市
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
、
と
い
う
三
組
織
合

同
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
幾
多
の
難
関

を
乗
り
越
え
て
実
現
し
た
も
の
。
事
実
、
完

成
し
た
四
国
鉄
道
文
化
館
の
目
玉
展
示
で

あ
る
０
系
新
幹
線
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

Ｄ
Ｆ
50
の
車
両
搬
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の

企
画
段
階
か
ら
最
大
の
懸
案
。
関
係
者
の

苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
。
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西　条
『四国鉄道文化館』の出現！

　

ま
ず
、
０
系
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

四
国
の
多
度
津
工
場
か
ら
９
月
26
日
に
船

積
み
さ
れ
、
海
上
輸
送
の
後
、
翌
朝
今
治

造
船
西
条
工
場
の
埠
頭
に
接
岸
、
大
型
ク

レ
ー
ン
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
28
日
に
陸
送
で

四
国
鉄
道
文
化
館
へ
搬
入
。
一
方
の
Ｄ
Ｆ

50
は
、
や
は
り
多
度
津
工
場
か
ら
11
月
５
・

６
両
日
に
予
讃
本
線
を
牽
引
に
よ
る
走
行

で
西
条
駅
に
到
着
。
た
だ
し
、
自
走
は
出

来
な
い
ま
で
も
老
朽
化
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
体
の
整
備
に
は
、
費
用
・
技
術
共
に
相

当
な
復
元
手
間
が
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
く
ら
い
動
か
な
い
機
械
の
カ
タ
マ
リ

だ
っ
た
。
旧
国
鉄
の
無
煙
化
（
Ｓ
Ｌ
の
廃

止
）
は
全
国
で
四
国
が
最
も
早
く
、
こ
の
Ｄ

Ｆ
50
は
、
そ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
時
代
を
象
徴

す
る
車
両
の
一
号
機
で
、
鉄
道
フ
ァ
ン
憧

れ
の
的
。

　

さ
て
、
で
は
何
故
に
新
幹
線
の
走
っ
て

い
な
い
西
条
駅
に
０
系
が
、
と
い
う
疑
問

は
当
然
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
四
国
鉄
道
文

化
館
前
の
胸
像
と
、
そ
の
前
の
記
念
館
が

証
明
と
な
る
。
そ
の
主
、
十
河
信
二
は
、
戦

後
復
興
期
の
昭
和
30
年
、
第
四
代
国
鉄
総

裁
と
な
り
、
技
術
畑
の
島
秀
雄
と
共
に
、
世

界
に
先
駆
け
て
強
力
に
新
幹
線
構
想
を
推

進
さ
せ
た
。
氏
は
明
治
17
年
に
新
居
郡
中

村
（
現
新
居
浜
市
中
萩
）
に
生
ま
れ
、
西
条

中
学
を
卒
業
後
、
一
高
、
東
大
と
進
む
。
や

が
て
鉄
道
院
に
入
り
、
大
正
10
年
に
や
っ
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と
西
進
し
て
き
た
国
鉄
予
讃
線
が
西
条
駅

ま
で
開
通
し
た
際
は
、
鉄
道
省
経
理
課
長

（
37
歳
）
と
し
て
祝
賀
会
に
臨
ん
だ
り
も
し

て
い
る
。
昭
和
に
入
り
南
満
州
鉄
道
理
事

と
な
る
も
、
終
戦
直
前
に
請
わ
れ
て
西
条

市
長
に
就
任
、
１
年
足
ら
ず
の
間
だ
け
勤

め
る
。
そ
の
際
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
報
酬

は
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と
、
国
が
自
身
を

必
要
と
し
た
時
は
、
市
長
を
辞
す
る
こ
と

な
ど
の
条
件
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
個
性

の
強
い
、
魅
力
的
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　

少
し
そ
の
四
国
鉄
道
文
化
館
の
建
物
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
内
部
に
入
る
と
、
木

造
ア
ー
チ
構
造
と
な
っ
て
い
て
、
と
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ル
な
構
成
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
構
造
材
は
、
新
居
森
林
組
合
が

地
元
調
達
し
た
60
～
80
年
生
の
杉
。
つ
ま

り
地
産
地
消
。
し
か
も
単
な
る
ア
ー
チ
で

は
な
く
、
一
本
の
杉
を
縦
割
り
に
ス
ラ
イ

ス
し
、
二
本
を
組
み
合
わ
せ
て
上
部
で
つ

な
ぐ
と
い
う
方
法
を
採
り
、
そ
の
計
14
本

の
杉
柱
が
主
構
造
。
そ
の
曲
が
り
の
部
分

に
は
“
ダ
ボ
”
と
呼
ば
れ
る
栓
が
打
た
れ
、

在
来
技
術
を
駆
使
し
つ
つ
新
た
な
構
造
へ

の
挑
戦
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
内
部
か
ら
駅
構
内
が
見
渡
せ
る

よ
う
に
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ
て
い
て
、
現

在
の
鉄
道
と
の
一
体
感
が
図
ら
れ
て
い
る
。

設
計
は
、
砥
部
の
和
田
建
築
設
計
工
房
。

　

駅
構
内
に
は
、
少
し
線
路
向
こ
う
に
目

を
や
れ
ば
、
現
在
も
大
正
期
に
建
設
さ
れ

た
鉄
道
遺
産
で
あ
る
煉
瓦
建
造
物
、「
給
水

塔
」
と
「
カ
ー
バ
イ
ド
庫
」
な
ど
も
残
り
、

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。
前
者

は
、
本
来
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
蒸
気
機
関
車
の
た

め
の
給
水
施
設
で
あ
る
が
、
今
も
駅
構
内

の
う
ち
ぬ
き
水
と
し
て
、
現
役
利
用
さ
れ

て
い
る
。
後
者
の
カ
ー
バ
イ
ド
庫
は
、
夜
間

作
業
の
線
路
点
検
な
ど
に
使
う
照
明
用
に

必
要
で
あ
っ
た
。
旧
国
鉄
で
は
、
カ
ー
バ
イ

ド
に
水
を
加
え
る
と
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
が

発
生
す
る
仕
掛
け
の
照
明
具
が
使
わ
れ
て

い
て
、
そ
の
時
代
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
リ
ベ
ッ
ト
打
ち
の
鉄
骨
造
で

あ
る
戦
前
期
と
お
ぼ
し
き
跨
線
橋
や
、
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
小

さ
な
木
造
平
屋
の
建
築
物
が
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
向
こ
う
に
は
並
ん
で
い
る
。

　

加
え
て
、
戦
前
期
の
物
流
基
地
だ
っ
た

農
協
倉
庫
が
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
、
市
の
観
光
振

興
課
が
入
り
、
そ
う
し
た
全
体
の
鉄
道
関

係
遺
産
が
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ

た
。
市
内
大
町
の
市
民
公
園
に
鎮
座
す
る
、

十
河
信
二
の
俳
号
に
因
ん
だ
Ｓ
Ｌ
「
春
雷

号
」
の
存
在
も
気
に
な
る
が
、
ま
ず
は
、
関

係
者
の
努
力
で
オ
ー
プ
ン
し
た
歴
史
施

設
の
拠
点
活
用
が
、
う
ま
く
ゆ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
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